






























●O▽ ●●▽ ●●▼ その他語 漢字表記 類別 白声 口説 白声 口説 白声 口説
いし 【石】 （w2） 1 ユ
いは 【岩】 （w2） ＊1
かた 膨】 （w2） 1 3
きた 【北】 （w2） 3＋121＋38
くら 【鞍】 （w2） 2
たび 【旅】 （w2） 2
ため 【為】 （w2） 1
つぎ 【次】 （w2） 1 7
なつ 【夏】 （w2） 2
はし 【橋】 （w2） 1
ひぢ 【腎】 （w2） 1
ひる 【昼】 （w2） 1 1
ふみ 【文】 （w2） 2
ふゆ 【冬】 （w2） ！
みつ 【三】 （w2） 3
やへ 【八重】 （w2） 1
ゆき 【雪】 （w2） 1
うち 【内・中】 （w2×） 3 5 ＊1
かど 【門】 （w2×） ユ
ころ 傾】 （w2×） 1
せみ 【蝉】 （w2×） ＊1
なら 【奈良】 地名 （w2×） 1 3＋1
ひと 【人】 （w2×） 12 30 4 1
うへ 【上】 （w2か） 1 十2 2 4
てら 【寺】 （w2か） 十2























































●○▽ ●●▽ ●●▼ その他類別俣字表記語 自声 口説 自声 口説 白声 口説
あす 【明日】 （w3） 3
いけ 【池】 （w3） 十4 1＋3
いぬ 【戌】 （w3） 十5
レ、へ 【家】 （w3） 十2 十14 2 2
つま 【馬】 （w3） 14 5
つま 【午】 （w3）＊ 十4
おや 【親】 （w3） 1 2
かみ 【髪】 （w3） 1
きし 【岸】 （w3） 1 ユ
くさ 【早】 （w3） 1 1
くら 【蔵】 （w3） 十1 十3
≒け 【苔】 （w3） 2
、と 【事】 （w3） 1 5 5＋3 ＊1
こと 【言】 （w3） 十1
した 【舌】 （w3） 1
しほ 【潮】 （w3） 1
しま 【島】 （w3） 2 1
つき 【月】 （w3） 2
つち 【土】 （w3） 1
つな 【綱】 （w3） 1
とき 【時】 （w3） 7 2
とし 【年】 （w3） 2 2
なみ 【波】 （w3） ＊1 4 3
はか 【墓】 （w3） 1
はま 【浜】 （w3） 1
ふし 【節】 （w3） 1
みみ 一耳】 （w3） ＊1
もと 【元・本】 （w3） 2 4
もの 【物・者】 （w3） 十8 十16 2 6
やま 【山】 （w3） 十1 十4 3＋2
ゆみ 【弓】 （w3） 6 ユ
ゆめ 【夢】 （w3） 3 3
くも 【雲】 （w3×） 1 2＋1
しし 【鹿】 （w3X） 1＋1 十1
せき 【関】 （w3×） 1 1 1
たち 【太刀】 （w3×） 1
との 【殿】 （w3×） 1
はと 【鳩】 （w3×） 1
ふじ 【冨士】 山名 （w3×） 1 1
あさ 【麻】 （w3△） ＊1
たま 【玉】 （w3△） 十2
のち 【後】 （w3△） 1
おき 【沖】 （w3△） ！ 3
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●○▽ ●●▽ ●●▼ その他語形
????
品詞 類別
白声 口説 白声 口説 白声 口説
きん 【琴】 （w3（×）） ユ
かち 【褐】 （w3＃） 3
いち 【一】 （k補3） 十1 十4 2＋1！ 1＋！5
もん 【門】 （k補3） 4 11
きやう 【京】 k補x 1
てん 【天】 k補x 1 1
ぢん 【陣】 （＊k補3） 5
あん 【案】 1 6
えん 【橡】 2




しう 【周】 1 1
しゆう 【主】 2 3
しん 【秦】 国名 1 1




ゐん 【院】 2＋7 6＋17



















































●○▽ ●●▽ ●●▼ その他語形
????
品詞 類別
白声 口説 白声 口説 白声 口説
びは 【琵琶】 （w3×） ユ 1
きい 【奇異】 1
ぎか 【義家】 人名 1
ぐぶ 【供奉】 2 4
けど 1化度】 1
ごしよ 【御所】 1 4 2 3
ごせ 【後世】 1
ごゐ 【五位】 ユ 3
さう 【左右】 4 1
ざす 【座主】 2
じゆぎよ 【入御】 1 2
しゅご 【守護】 5 9
しゅと 【衆徒】 2 2
しゅり 【修理】 1＋2 2＋1
しょゑ 【諾衛】 1
しゐ 【四位】 3 ユ 1
ちち 【遅遅】 1
にゐ 【二位】 3 6
むに 【無二】 1
むし 【無始】 1
るふ 【流布】 1
ゑふ 【衛府】 1
一亡　廿」 ㌔・≡一・
、コ猟、，鮒灘・…ヨ董
、≡＝生　。
一｛＃ 、㌔暇…　描　、い、市吋・　一杣阯’ ㌔匁一t㌻
（十A）
注1　（十A）しゅりのだいぶ【修理大夫】
定されるもの、それ以外は第三類相当か）。「入御・衆徒」には疑問も残る。なお人名「ぎか（義
家）」はともに漢音読みで〈去平〉から変化した第二類相当の●○であったろう。気付くことは助
詞「の」接続形●●▼をとる漢語は、その出自アクセント型が○○だったものに限られていそう
なことである。ただし第三類相当の2拍二字漢語がすべて●●▼をとるというわけではない。ま
た一方助詞「の」接続形●○▽は第二・第三類相当いずれの漢語にもあらわれるアクセントだが、
第二類相当の漢語は●○▽以外のアクセントはとらない。この点、和語の傾向が逆転している
（【表3－2】参照）。
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8　それでは『正節』の譜記からは類別を明らかにできず、ただ助詞「の」接続形に●●▼をと
るだけの漢語はどう処理したらよいであろうか（すでに単独形などから●●型であることが分っ
ているものは除く）。それが2拍一字漢語ならば第一類相当と第三類相当の可能性が高く、それが
2拍二字漢語ならば第一・第二・第三類相当それぞれの可能性がある。
　いま2抽一字漢語で、そのような例を挙げるならば「客（かく）・漢・＊庄・俗（しょく）・＊新・
帥（そつ）・大・答・＊壇・庁・朝・頭・＊牢・臆・寮」（＊印を付したのは固有名詞並みのもの）ユ5
語である。このうち「漢」「大」は呉音平声による（熱田本「大〈平濁〉ノ眼」五16ウ5）。「庁」
も「庁〈平〉ノ使」（熱田本二1オ4）とある。「朝」は朝廷の意ならば漢音テウ平声、「頭」「寮」「新」
も漢音平声によるか。「壇」をもし仮に「壇の浦」から切り出すとすれば、「音但〈平〉俗云本音
之濁」（図本名義224－4）とある。
　2拍二字漢語には「衛盧（いろ）・右馬・左馬・儒家・従下（じゅげ）・主馬（しゅめ）・修羅・
他家・頭陀（づだ）・度々・武家・父母（ぶも）」のユ2語がある。漢字音からすると、このうち「主
馬・度々・父母」などは第三類相当であろう。「修羅・頭陀（梵語音訳語）・他家・武家」は第一
類相当か。
9．『平家正節』所載の二拍名詞、とくに第二類・第三類相当の語における助詞「の」接続形アク
セントについては、以下のようなことが明らかになった。第四類・第五類相当の語についても、
結論のみここに記す。これらはほぼ近世中期の京都アクセントを反映するものとみてよいであろ
う。
（1）第二類相当の和語は●O▽が多いが、●●▼もある（同じ語に両様も）。●●▽はほとんど
ない。
（2）第二類相当の2拍二字漢語は●○▽だけである。
（3）第三類相当の和語は、特別な場合（固有名詞や漢文訓読に由来するものなど）以外ほとんど
●●▼である。
（4）第三類相当の和語には●●▽をとるものもあるが、それらは複合語や固有名詞の一部にな
りきったものがほとんどであり、古く複合した形で「体系変化」を経た可能性をうかがわせるも
のもある。
（5）第三類相当の2拍一字漢語は●●▼が多いが、●○▽もある（同じ語で両様も）。●●▽も
あるが数は少なく、古い複合を思わせる語にあらわれる。
（6）第三類相当の2拍二字漢語は●●▼と●○▽とがともにあらわれる（同じ語で両様も）。
（7）第四類相当の和語はほとんどが○●▽であるが、一部にO●▼～○O▼もあらわれる（岡じ
語で両様もあるか）。
（8）第四類相当の2拍一字漢語も2拍二字漢語も、ほとんど○●▼～○○▼である（一部は○●
16
▽も）。
（9）第五類相当の和語はすべて○●▽であらわれる。
　以上のことから、第二・第三類相当の語について助詞「の」接続形だけから類別を決定するた
めには、以下のことが言える。
（10）和語の場合●○▽であればほぼ第二類相当、●●▽であれば第三類相当と考えられ孔●●
▼はいずれにもあらわれる（さらに第一類相当の語も）。
（11）2拍二字漢語の場合は、第二類相当であれば●○▽であるから、●●▼ならば第三類相当で・
ある。
　また第四・第五類相当の語について助詞「の」接続形だけから類別を決定するためには、以下
のことが言える。
（12）　和語も漢語も○●▼～O○▼であれば第四類相当である（漢語に第五類相当のものは少な
い）。
　注
（1）　「苔」は第三類相当の語であるが、単独形に以下のような第一類相当かと思わせる譜記がある。助詞「の」
　接続形は●●▼（白2）で第一類・第三類いずれとも解釈可能なもの。単独形が《口説》の例であることも気
　　になるが、あるいは「苔むす」「苔深し」という一まとまりの音調を伝えたのかもしれない。「苔むしたるが1上
　　コ××x××1」（14下坂落13－3口説〔尾早京B1同｝、芸「苔＜こげ＞蒸＜むし＞たるが」1同1〕）・「苔ヶ深
　　し1上上コ××｝」（3上少還ユ8－3口説）
（2）奥村（1993：53）では、この箇所の「関1上X〕の譜記を誤記と解することを穏当かとしながらも、なお第二
　類相当の語が助詞「の」接続形で●○▽のほか●●▼もとることをもって、第二・第三類の「合併に関する類
　推的体系性の所産」という考え方をとる。しかし「関」のごとき第三類相当の語は、とくに事情が無いかぎり
　　●○▽をとることは無いと言ってよい。
（3）奥村（！981：328－329）は、本稿でいう第二・第三類相当の語に助詞「の」が接続した形のアクセントを問題に
　　して次のように述べる。
　　　　「2n2類十助詞ノ」の形には、「石の＝上×X」の如き●○▽型の他、「池の三上上上、家の＝上上×」な
　　　　ど、●●▼型や●●▽型の例も存する。従って二拍名詞に助詞「ノ」の付いた形の●●▼型例は、2n1類・
　　　2疵類（筆者注：それぞれ本稿でいう第一類相当、第二・三類相当にあたる）両様の解釈が可能であ糺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者注：例示された譜記の箇所表示は省略した）
　　　第二・第三類所属語を一まとめ（2n2類）にして論ずればこのような理解もできようが、これを区別した方が
　　傾向がよくわかる。また「池の」に●●▼、「家の」に●●▽があらわれるというが、その場合の「池の」に
　　は「池の大納言／中納言」や「池の禅尼」の例が含まれているようである。普通名詞の例は【表2】にあると
　　おり。本稿では、このような固有名詞の一部になっているものを一般の例と一緒にして数えることはしない立
　　場をとる。「家の」●●▽は「家の子」の例で、ほかは●●▼である。本稿では「家の子」は4拍の名詞とし
　　て扱ったので、【表2】においては追記にまわした。【表3－1】所載の「一の」も同様。熟語その他、固有名詞
　　的なものを除くと、●●▽は、第二類相当の語では「供の」に、第三類相当の語では「波の」「案の」にしか
　　あらわれない。
　　　もちろん、江戸中期にすでに一語並みになっていたかどうかは、判定がむつかしい。秋永（1980：53）は「物の
　　名・玉の緒」を挙げて、「複合が強く一語のようになったために」全体としていわゆる「体系変化」を経た結
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　　果「直接●●○○型に変化したらしい」という。その推定はおそらく当を得たもので、ほかにもいくつかの例
　　は挙げられよう。『正節』では、たとえば「言の葉（端）」「物の具」「物の怪（気）」「もののふ」などみな揃っ
　　て●●O○型だが、「気（け〕」がユ拍第三類相当であること（秋永ユ996：38－39）など、すべてを一律に古く複
　　合した結果だとばかりは説明できない場合もあ乱
　　　たとえば、「山の内」●●○○○（人名口1）、「山の手」●●●○（白ユロ2）なども2拍第三類相当の一
　　般的傾向からして助詞「の」接続形●●▼であるから「山の手」は「分析的立場」でも説明できる（むしろま
　　だその立場で説明すべきか）が、人を指して用いられる「山の内」を一緒に扱うことはないのではないか。「戌
　　の刻」「午の刻」は○○OOO＞●●●●○なのか、●●▼十●○＞●●●●○なのか判定はむつかしいが、
　　「卯の刻」「子の刻」がともに近世●●●○であり、またユ拍第三類名詞の助詞「の」接続形が必ずしも●▼を
　　一般的なアクセントとしないことを思うと、H（一1）型という定型化も考えられよう（「亥子の刻」も●●●●
　　○）。また「殊のほか」●●●○○（口3）も○○▽○●からの直接の変化形だとすればここで扱うことは慎
　　重でありたい。
（4〕　この点、奥村三雄（ユ974：27）は「陣」を第四類相当に入れているのと一致する。同（1981：579）にはこの語の記
　　載がない。
（5）　ここに「一の御子」だけを取り上げたが、ほかにも【表3－1】に追記した「一の上」●●●○O（白ユ）も
　　同様に考えられる。ただしこれは後部要素の「上（かみ）」○●によって（O○▽○●〉）●●●○○のように
　　あらわれたと解釈もできるから、「一の」●●▼の例にはしづらい。「一の人」●●▽○○（口1）は後部要素
　　「人」●○が関係しているとみられよう。「一の宮」も●●▽OO（口1）●●▼○○（白1）両様ある。ただ
　　このような「一の」●●▽は《口説》にしかあらわれない。《白声》はみな●●▼である。このことは和語に
　　ついてもおよそ共通していて興味深い。二つの曲節を比較すると《口説》は伝承的音調を伝え、《白声》は江
　　戸中期における京都の当代的音調を反映するとみることもできよう。なお「一の谷」（地名）は●●●●○（白
　　7口10）。
（6）本稿では、それぞれ全体で一語並みとみて追記にまわしたが、「院」には「院の庁」●●●O○（白ユロユ）、
　　「院の御所」●●●●○（自6ロユ6）もある。もちろん一語並みとみたからといって「院の」という文節を切
　　り出すことを妨げるものではない。しかし「庁」が古くO○（観本名義「俗音長＜平〉」法下54オ4）であると
　　した場合に、「院の」の部分を扱うかぎりでは問題なくても、なぜ「庁」が～＝●Oとならずに～＝O○と接
　　続するのかは、変化形なのか複合の問題なのかが判然としない。もっとも「御所」は古く○○と思しく（近世
　　以降は●○）、この場合は「院の」と「御所」とに分けて考えても結果として問題はないようである。
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